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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその修復方法

(57)【要約】
【課題】  大型化・高精細化を進めた場合であっても、
表示品位を劣化することなく、高い歩留りで製造しうる
液晶表示装置及びその修復方法を提供する。
【解決手段】  ゲートバスライン１２と、ゲートバスラ
インに沿って延在する第１の蓄積容量バスライン２６
と、ゲートバスラインに交差するデータバスライン１８
と、データバスラインに沿って延在し、第１の蓄積容量
バスラインに電気的に接続された第２の蓄積容量バスラ
イン２８とを有し、第１の蓄積容量バスラインは、ゲー
トバスライン又はデータバスラインと同一の導電膜によ
り構成され、第２の蓄積容量バスラインは、ゲートバス
ライン又はデータバスラインと同一の導電膜により構成
されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ゲートバスラインと、
前記ゲートバスラインに沿って延在する第１の蓄積容量
バスラインと、
前記ゲートバスラインに交差するデータバスラインと、
前記データバスラインに沿って延在し、前記第１の蓄積
容量バスラインに電気的に接続された第２の蓄積容量バ
スラインとを有し、
前記第１の蓄積容量バスラインは、前記ゲートバスライ
ン又は前記データバスラインと同一の導電膜により構成
され、
前記第２の蓄積容量バスラインは、前記ゲートバスライ
ン又は前記データバスラインと同一の導電膜により構成
されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の液晶表示装置において、
前記第１の蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量
バスラインに対向する第１の画素電極と、
前記第１の蓄積容量バスラインのみ、又は前記第２の蓄
積容量バスラインのみに対向する第２の画素電極とを有
し、
前記第１の蓄積容量バスライン又は前記第２の蓄積容量
バスラインは、前記第２の画素電極に対向する領域にお
いて幅が太くなっていることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項３】  請求項１記載の液晶表示装置において、
前記第１の蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量
バスラインに対向する第１の画素電極と、
前記第１の蓄積容量バスラインのみ、又は前記第２の蓄
積容量バスラインのみに対向する第２の画素電極とを有
し、
前記第２の画素電極と、前記第１の蓄積容量バスライン
又は前記第２の蓄積容量バスラインとの間に形成された
誘電体膜の膜厚が、前記第１の画素電極と、前記第１の
蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量バスライン
との間に形成された誘電体膜の膜厚より薄くなっている
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】  ゲートバスラインと、前記ゲートバスラ
インに沿って延在する第１の蓄積容量バスラインと、前
記ゲートバスラインに交差するデータバスラインと、前
記データバスラインに沿って延在し、前記第１の蓄積容
量バスラインに電気的に接続された第２の蓄積容量バス
ラインとを有し、前記第１の蓄積容量バスラインは、前
記ゲートバスライン又は前記データバスラインと同一の
導電膜により構成され、前記第２の蓄積容量バスライン
は、前記ゲートバスライン又は前記データバスラインと
同一の導電膜により構成されている液晶表示装置であっ
て、
前記ゲートバスライン又は前記データバスラインの断線
部分を迂回する修復路が、前記第１の蓄積容量バスライ
ン及び前記第２の蓄積容量バスラインにより構成されて*
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*おり、
前記修復路が、前記第１の蓄積容量バスライン及び前記
第２の蓄積容量バスラインから電気的に切り離されてい
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】  ゲートバスラインと、前記ゲートバスラ
インに沿って延在する第１の蓄積容量バスラインと、前
記ゲートバスラインに交差するデータバスラインと、前
記データバスラインに沿って延在し、前記第１の蓄積容
量バスラインに電気的に接続された第２の蓄積容量バス
ラインとを有し、前記第１の蓄積容量バスラインは、前
記ゲートバスライン又は前記データバスラインと同一の
導電膜により構成され、前記第２の蓄積容量バスライン
は、前記ゲートバスライン又は前記データバスラインと
同一の導電膜により構成されている液晶表示装置の修復
方法であって、
前記ゲートバスライン又は前記データバスラインが断線
している場合に、その断線部分を迂回する修復路を前記
第１の蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量バス
ラインにより形成し、
前記修復路を、前記第１の蓄積容量バスライン及び前記
第２の蓄積容量バスラインから電気的に切り離すことを
特徴とする液晶表示装置の修復方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置及び
その修復方法に係り、特に大型・高精細な液晶表示装置
及びその修復方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、アクティブマトリクス型の液晶表
示装置は、パソコンをはじめとするＯＡ機器に広く使用
されており、更にＥＷＳ（Engineering WorkStation）
等への適用を図るべく大型化、高精細化が進められてい
る。
【０００３】従来の液晶表示装置を図３２を用いて説明
する。図３２は、従来の液晶表示装置を示す平面図であ
る。
【０００４】画素電極３３０は、ガラス基板（図示せ
ず）上にマトリクス状に形成されている。ゲートバスラ
イン３１２は、紙面左右方向に延在するように形成され
ている。データバスライン３１８は、紙面上下方向に延
在するように形成されている。データバスライン３１８
には、ＴＦＴ（Thin Film Transistor、薄膜トランジス
タ）３５０のドレイン電極３４８ｂが接続されており、
画素電極３３０には、ＴＦＴ３５０のソース電極３４８
ａが接続されている。ゲートバスライン３１２は、ＴＦ
Ｔ３５０のゲート電極を兼ねている。蓄積容量バスライ
ン３２６は、ゲートバスライン３１２に平行に形成され
ている。
【０００５】このようにゲートバスライン３１２やデー
タバスライン３１８と独立に蓄積容量バスライン３２６
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が形成されている液晶表示装置は、独立Ｃｓ型の液晶表
示装置と称される。
【０００６】蓄積容量バスライン３２６と画素電極３３
０との間には、蓄積容量Ｃ

s
が存在する。蓄積容量Ｃ

s
は、液晶の洩れ電流に起因する液晶印加電圧の低下
や、ゲート電圧変動に起因する画素電極３３０の電位変
動等を抑制するためのものである。蓄積容量Ｃ

s
は、画

素電極３３０から見ると液晶容量Ｃ
lc
と並列に存在す

る。
【０００７】このような液晶表示装置では、蓄積容量バ
スライン３２６がデータバスライン３１８に交差してい
るため、蓄積容量バスライン３２６とデータバスライン
３１８との間に容量Ｃ

dcsb
が存在する。

【０００８】この容量Ｃ
dcsb
は、データ信号の変動によ

るノイズを蓄積容量バスライン３２６に発生させ、液晶
に印加される電圧に影響を及ぼす。特に蓄積容量バスラ
イン３２６の抵抗が高く、時定数が十分に小さくない場
合には、水平方向の表示パターンに依存して輝度が変調
してしまう。このような輝度の変調は、横クロストーク
と称される。
【０００９】横クロストークが発生するメカニズムにつ
いて図３３乃至図３５を用いて説明する。
【００１０】液晶表示装置の駆動方法には幾つかの種類
があるが、ここでは、垂直方向のデータ極性を画素毎に
逆に設定し、水平方向のデータ極性を等しく設定し、こ
れらのデータ極性を反転させて２回描画することにより
１フレームを描画する駆動方法を例に説明する。
【００１１】図３３（ａ）は、ＮＷ（ノーマリ・ホワイ
ト）型の液晶表示装置を上述した方法で駆動した場合
に、横クロストークが発生しやすい表示パターンを示し
たものである。背景を黒表示、窓領域を白表示とする図
３３（ａ）に示すようなパターンを表示しようとする
と、以下のようなメカニズムで横クロストークが生じ、
実際には図３３（ｂ）のように表示される。なお、図３
３（ａ）では、細かいドットを付すことにより黒表示の
領域を表している。
【００１２】図３４（ａ）は、図３３（ｂ）の領域Ａに
おける各部電位波形を示したものである。
【００１３】図３４（ａ）に示すように、液晶への書き
込みを行う際には、データ信号がローレベルからハイレ
ベルに変動する。そして、蓄積容量バスライン３２６に
は、蓄積容量バスライン３２６とデータバスライン３１
８との間の容量Ｃ

dcsb
を介してノイズが重畳される。し

かも、データ信号が全て同じ極性で変動するため、蓄積
容量バスライン３２６には全てのデータバスライン３１
８からのノイズが足し合わされた大きなノイズが重畳さ
れることとなる。
【００１４】また、この際には、ＴＦＴ３５０がオン状
態となって、画素電極３３０の電位がローレベルからハ
イレベルに変動する。そして、蓄積容量バスライン３２
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６には、画素電極３３０と蓄積容量バスライン３２６と
の間の蓄積容量Ｃ

s
を介して、更にノイズが重畳され

る。
【００１５】蓄積容量バスライン３２６に重畳されたノ
イズは、蓄積容量バスライン３２６の時定数に応じて減
衰するが、時定数が十分に小さくない場合には、ゲート
信号がオフになって液晶への書き込みが完了したにもか
かわらず、蓄積容量バスライン３２６の電位が定常電位
に戻らない。
【００１６】蓄積容量バスライン３２６の定常電位から
のずれΔＶ

cs
は、液晶への印加電圧と同じ極性であるた

め、液晶に印加される実効電圧はΔＶ
s
だけ小さくな

る。ΔＶ
s
は、蓄積容量Ｃ

s
と液晶容量Ｃ

lc
との直列回路

に、ΔＶ
cs
の信号を入力したときの電圧変動量であり、

以下の式で求められる（図３５参照）。
【００１７】ΔＶ

s
＝ΔＶ

cs
 ×Ｃ

s
÷（Ｃ

s
＋Ｃ

lc
）

そして、図３３（ｂ）の領域Ａに示すように、本来表示
すべき輝度より高い輝度で表示されてしまうこととな
る。なお、図３３（ｂ）では、粗いドットを付すことに
より輝度の高い領域を表しており、細かいドットを付す
ことにより輝度の低い領域を表している。
【００１８】一方、図３３（ｂ）の領域Ｂの場合には、
水平方向に見たときに白表示部が存在している。データ
信号は、黒表示、白表示にかかわらず同じ極性で変動す
るが、白表示の場合には、データ信号の変動の大きさが
黒表示の場合に比べて小さい。
【００１９】このため、図３４（ｂ）に示すように、領
域Ｂの場合のΔＶ

cs
は、図３４（ａ）に示す領域Ａの場

合のΔＶ
cs
より小さくなる。

【００２０】そして、図３３（ｂ）の領域Ｂに示すよう
に、本来表示すべき輝度に近い輝度で表示される。
【００２１】このように、領域Ａでは本来より高い輝度
で表示されてしまう一方、領域Ｂでは正常な輝度で表示
されるため、画面に横クロストークが生じることとな
る。
【００２２】なお、ここでは、上述した方法で液晶表示
装置を駆動する場合を例に説明したが、他の方法で液晶
表示装置を駆動する場合も同様のメカニズムで横クロス
トークが生じる。
【００２３】このような横クロストークを抑制するため
には、蓄積容量バスラインの時定数を小さくすることが
有効である。
【００２４】蓄積容量バスラインの時定数を小さくする
ためには、蓄積容量Ｃ

s
を低減するか、蓄積容量バスラ

インの抵抗を低減すればよいが、容量Ｃ
s
を一定値以下

まで低減してしまうと、焼き付き等が生じてしまう。こ
のため、蓄積容量バスラインの抵抗を低減することが重
要となる。
【００２５】蓄積容量バスラインの抵抗を低減するため
には、蓄積容量バスラインの幅を太くすること、蓄積容
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量バスラインを構成する導電膜の膜厚を厚くすること、
蓄積容量バスラインの材料として低抵抗金属を用いるこ
とが考えられる。
【００２６】しかし、蓄積容量バスラインの幅を太くし
た場合には開口率が小さくなってしまい、蓄積容量バス
ラインを構成する導電膜の膜厚を厚くした場合にはＴＦ
Ｔ製造プロセスにおけるマージンが減少してしまい、低
抵抗金属を用いた場合には製造コストが増大してしま
う。
【００２７】一方、近時の液晶表示装置の大型化、高精
細化に伴い、バスラインの幅は細くなる傾向にあり、バ
スラインの長さは長くなる傾向にある。このため、バス
ラインに断線や短絡が発生する頻度が高くなる傾向にあ
る。
【００２８】データバスラインの断線が生じた場合に
は、図３６のようにして断線を修復することが可能であ
る。図３６は、データバスラインの断線修復方法を示す
平面図である。なお、図３６では、ゲートバスラインや
蓄積容量バスラインは省略されている。
【００２９】即ち、図３６に示すような断線部分３００
でデータバスライン３１８が断線している場合、まず、
断線部分３００に対して紙面上側のデータバスライン３
１８とリペア配線３２１ａとが交差している領域に、ガ
ラス基板３１０側からレーザ照射を行い、データバスラ
イン３１８とリペア配線３２１ａとを電気的に接続す
る。これにより、ゲートバスライン３１８とリペア配線
３２１ａとが接続領域３２３において接続されることと
なる。
【００３０】同様にして、断線部分３００に対して紙面
下側のデータバスライン３１８とリペア配線３２１ｂと
を接続する。これにより、データバスライン３１８とリ
ペア配線３２１ｂとが、接続領域３２５において接続さ
れることとなる。
【００３１】リペア配線３２１ａとリペア配線３２１ｂ
とは、予めデータＴＡＢ３２０、プリント基板３２２、
連絡ケーブル３２４、ゲートＴＡＢ３１４、及びプリン
ト基板３１６を介して接続されているので、データバス
ライン３１８の断線を修復することが可能である。
【００３２】しかし、データバスライン３１８の断線は
上記のような技術で修復することが可能であるが、蓄積
容量バスラインの断線は上記のような技術を適用するこ
とはできない。
【００３３】即ち、蓄積容量バスラインは、上述したよ
うに時定数がわずかに変化しただけでも表示特性に影響
を与えてしまうため、リペア配線を用いて断線を修復し
た場合には時定数が大きくなってしまい、表示上の線欠
陥となってしまう。
【００３４】このように、蓄積容量バスラインに断線が
生じた場合には修復が困難であるため、製造歩留りが低
くなる要因となっていた。
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【００３５】そこで、これらの課題を解決すべく、特開
平５－２４１１８８号公報や特開平９－１６００７５号
公報には、隣接する蓄積容量バスラインを接続電極で電
気的に接続する技術が開示されている。
【００３６】隣接する蓄積容量バスラインを接続電極で
互いに接続すれば、蓄積容量バスラインの抵抗を全体と
して低減することができ、また、一部の蓄積容量バスラ
インに断線が生じても、他の経路を介して蓄積容量バス
ラインが接続されているので、線欠陥が生じることはな
い。
【００３７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、特開平
５－２４１１８８号公報に開示されている技術では、数
画素毎に接続電極が設けられているため、接続電極が形
成された画素と接続電極が形成されていない画素とで開
口率が相違し、各画素の輝度にばらつきが生じてしま
う。また、接続電極を形成するためには、製造プロセス
が増加すると考えられ、これによりコストアップや歩留
り低下を招いてしまう。
【００３８】また、特開平９－１６００７５号公報に開
示されている技術では、蓄積容量バスラインの形状が複
雑となり、平面的な凹凸が大きくなるため、例えばＴＦ
Ｔを形成する際のエッチングプロセスでエッチャントの
残留等が生じやすく、製造歩留りの低下を招いてしま
う。ここで、製造歩留りの低下を抑制すべく、蓄積容量
バスラインを数画素毎に間引いて形成することも考えら
れるが、この場合には、接続電極が形成された画素と接
続電極が形成されていない画素とで開口率が相違し、各
画素の輝度にばらつきが生じてしまう。また、特開平９
－１６００７５号公報に開示されている技術では、接続
電極を形成するためにプロセスが増加するため、これに
よりコストアップや歩留り低下を招いてしまう。
【００３９】更には、図３６に示すようなリペア配線を
形成することなしに、データバスラインやゲートバスラ
インを修復しうる技術も求められていた。
【００４０】本発明の目的は、大型化・高精細化を進め
た場合であっても、表示品位を劣化することなく、高い
歩留りで製造しうる液晶表示装置及びその修復方法を提
供することにある。
【００４１】
【課題を解決するための手段】上記目的は、ゲートバス
ラインと、前記ゲートバスラインに沿って延在する第１
の蓄積容量バスラインと、前記ゲートバスラインに交差
するデータバスラインと、前記データバスラインに沿っ
て延在し、前記第１の蓄積容量バスラインに電気的に接
続された第２の蓄積容量バスラインとを有し、前記第１
の蓄積容量バスラインは、前記ゲートバスライン又は前
記データバスラインと同一の導電膜により構成され、前
記第２の蓄積容量バスラインは、前記ゲートバスライン
又は前記データバスラインと同一の導電膜により構成さ
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7
れていることを特徴とする液晶表示装置により達成され
る。これにより、蓄積容量バスラインが網目状に形成さ
れているため、電源側から見た蓄積容量バスラインのイ
ンピーダンスを極めて低くすることができる。従って、
蓄積容量バスラインの時定数を小さくすることができる
ので、横クロストークの発生を防止することができるの
で、表示品位を低下することなく、液晶表示装置の大型
化・高精細化を実現することができる。
【００４２】また、上記の液晶表示装置において、前記
第１の蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量バス
ラインに対向する第１の画素電極と、前記第１の蓄積容
量バスラインのみ、又は前記第２の蓄積容量バスライン
のみに対向する第２の画素電極とを有し、前記第１の蓄
積容量バスライン又は前記第２の蓄積容量バスライン
は、前記第２の画素電極に対向する領域において幅が太
くなっていることが望ましい。
【００４３】また、上記の液晶表示装置において、前記
第１の蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量バス
ラインに対向する第１の画素電極と、前記第１の蓄積容
量バスラインのみ、又は前記第２の蓄積容量バスライン
のみに対向する第２の画素電極とを有し、前記第２の画
素電極と、前記第１の蓄積容量バスライン又は前記第２
の蓄積容量バスラインとの間に形成された誘電体膜の膜
厚が、前記第１の画素電極と、前記第１の蓄積容量バス
ライン及び前記第２の蓄積容量バスラインとの間に形成
された誘電体膜の膜厚より薄くなっていることが望まし
い。
【００４４】また、上記目的は、ゲートバスラインと、
前記ゲートバスラインに沿って延在する第１の蓄積容量
バスラインと、前記ゲートバスラインに交差するデータ
バスラインと、前記データバスラインに沿って延在し、
前記第１の蓄積容量バスラインに電気的に接続された第
２の蓄積容量バスラインとを有し、前記第１の蓄積容量
バスラインは、前記ゲートバスライン又は前記データバ
スラインと同一の導電膜により構成され、前記第２の蓄
積容量バスラインは、前記ゲートバスライン又は前記デ
ータバスラインと同一の導電膜により構成されている液
晶表示装置であって、前記ゲートバスライン又は前記デ
ータバスラインの断線部分を迂回する修復路が、前記第
１の蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量バスラ
インにより構成されており、前記修復路が、前記第１の
蓄積容量バスライン及び前記第２の蓄積容量バスライン
から電気的に切り離されていることを特徴とする液晶表
示装置により達成される。これにより、リペア配線を設
けることなく、網目状に形成された蓄積容量バスライン
を用いてゲートバスライン又はデータバスラインの断線
を簡便に修復することができるので、液晶表示装置の製
造歩留りの向上やコストダウンに寄与することができ
る。
【００４５】また、上記目的は、ゲートバスラインと、
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前記ゲートバスラインに沿って延在する第１の蓄積容量
バスラインと、前記ゲートバスラインに交差するデータ
バスラインと、前記データバスラインに沿って延在し、
前記第１の蓄積容量バスラインに電気的に接続された第
２の蓄積容量バスラインとを有し、前記第１の蓄積容量
バスラインは、前記ゲートバスライン又は前記データバ
スラインと同一の導電膜により構成され、前記第２の蓄
積容量バスラインは、前記ゲートバスライン又は前記デ
ータバスラインと同一の導電膜により構成されている液
晶表示装置の修復方法であって、前記ゲートバスライン
又は前記データバスラインが断線している場合に、その
断線部分を迂回する修復路を前記第１の蓄積容量バスラ
イン及び前記第２の蓄積容量バスラインにより形成し、
前記修復路を、前記第１の蓄積容量バスライン及び前記
第２の蓄積容量バスラインから電気的に切り離すことを
特徴とする液晶表示装置の修復方法により達成される。
これにより、リペア配線を設けることなく、網目状に形
成された蓄積容量バスラインを用いてゲートバスライン
又はデータバスラインの断線を簡便に修復することがで
きるので、液晶表示装置の製造歩留りの向上やコストダ
ウンに寄与することができる。
【００４６】
【発明の実施の形態】［第１実施形態］本発明の第１実
施形態による液晶表示装置を図１及び図２を用いて説明
する。図１は、本実施形態による液晶表示装置の全体構
成を示す平面図である。図１の紙面左側は液晶表示装置
の全体構成を示した平面図であり、紙面右側は液晶表示
装置の一部を拡大して示した概念図である。図２は、本
実施形態による液晶表示装置を示す平面図及び断面図で
ある。
【００４７】図１に示すように、ガラス基板１０上に
は、紙面左右方向に延在する複数のゲートバスライン１
２が形成されている。ガラス基板１０の紙面左側には、
ゲートドライバ（図示せず）が形成されたゲートＴＡＢ
１４が接着されている。ゲートバスライン１２は、ゲー
トＴＡＢ１４に形成されたゲートドライバの出力側に接
続されている。
【００４８】また、ゲートＴＡＢ１４の他方の端部は、
プリント基板１６に接着されている。ゲートドライバの
入力側は、プリント基板１６に形成された配線（図示せ
ず）に接続されている。
【００４９】また、ガラス基板１０上には、ゲートバス
ライン１２に交差するように、紙面上下方向に延在する
複数のデータバスライン１８が形成されている。ガラス
基板１０の紙面上側には、データドライバ（図示せず）
が形成されたデータＴＡＢ２０が接着されている。デー
タバスライン１８は、データＴＡＢ２０に形成されたデ
ータドライバの出力側に接続されている。
【００５０】また、データＴＡＢ２０の他方の端部は、
プリント基板２２に接着されている。データドライバの
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9
入力側は、プリント基板２２に形成された配線（図示せ
ず）に接続されている。
【００５１】また、連絡ケーブル２４により、プリント
基板１６、２２に形成された配線（図示せず）が相互に
接続されている。
【００５２】また、ガラス基板１０上には、ゲートバス
ライン１２に平行に、複数の蓄積容量バスライン２６が
形成されている。また、ガラス基板１０上には、データ
バスライン１８に平行に、複数の蓄積容量バスライン２
８が形成されている。蓄積容量バスライン２６と蓄積容
量バスライン２８とは、互いに交差しており、交差して
いる領域において互いに電気的に接続されている。
【００５３】また、図１の紙面右側の図に示すように、
ガラス基板１０上には、マトリクス状に画素電極３０が
形成されている。画素電極３０と蓄積容量バスライン２
６との間には、蓄積容量Ｃ

s1
が形成されている。一方、

画素電極３０と蓄積容量バスライン２８との間には、蓄
積容量Ｃ

s2
が形成されている。

【００５４】蓄積容量バスライン２６は表示領域１１の
外側で一括され、配線２７によりデータＴＡＢ２０を介
してコモン電圧電源に接続されている。また、蓄積容量
バスライン２８も表示領域１１の外側で一括され、配線
２９によりゲートＴＡＢ１４を介してコモン電圧電源に
接続されている。
【００５５】次に、本実施形態による液晶表示装置を図
２を用いて更に詳細に説明する。図２（ａ）は本実施形
態による液晶表示装置の平面図であり、図２（ｂ）は図
２（ａ）のＡ－Ａ′線断面図であり、図２（ｃ）は図２
（ａ）のＢ－Ｂ′線断面図である。
【００５６】図２（ｂ）に示すように、ガラス基板１０
上には、蓄積容量バスライン２６が形成されている。な
お、蓄積容量バスライン２６は、ゲートバスライン１２
と同一導電膜より成るものである。
【００５７】蓄積容量バスライン２６上には、ＳｉＮよ
り成るゲート絶縁膜３２が形成されている。ゲート絶縁
膜３２上には、データバスライン１８及び蓄積容量バス
ライン２８が形成されている。なお、蓄積容量バスライ
ン２８はデータバスライン１８と同一導電膜より成るも
のである。
【００５８】データバスライン１８及び蓄積容量バスラ
イン２８が形成されたゲート絶縁膜３２上には、ＳｉＮ
より成る保護膜３４が形成されている。
【００５９】保護膜３４及びゲート絶縁膜３２には、蓄
積容量バスライン２６に達するコンタクトホール３６が
形成されている。また、保護膜３４には、蓄積容量バス
ライン２８に達するコンタクトホール３８が形成されて
いる。
【００６０】コンタクトホール３６、３８が形成された
保護膜３４上には、コンタクトホール３６、３８を介し
て蓄積容量バスライン２６と蓄積容量バスライン２８と
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を互いに電気的に接続する接続電極４０が形成されてい
る。なお、接続電極４０は、画素電極３０と同一導電膜
より成るものである。こうして、蓄積容量バスライン２
６と蓄積容量バスライン２８とが互いに電気的に接続さ
れている。
【００６１】一方、図２（ｃ）に示すように、ガラス基
板１０上には、ゲートバスライン１２が形成されてい
る。ゲートバスライン１２が形成されたガラス基板１０
上には、ＳｉＮより成るゲート絶縁膜３２が形成されて
いる。ゲート絶縁膜３２上には、アモルファスシリコン
より成る半導体層４２が形成されている。半導体層４２
上には、ＳｉＮより成るエッチングストッパ膜４４が形
成されている。
【００６２】エッチングストッパ膜４４が形成された半
導体層上４２には、ｎ+－アモルファスシリコンより成
る不純物ドープ半導体層４６が形成されている。不純物
ドープ半導体層４６上には、ソース電極４８ａ及びドレ
イン電極４８ｂが形成されている。ソース／ドレイン電
極４８ａ、４８ｂが形成されたゲート絶縁膜３２上に
は、全面に、ＳｉＮより成る保護膜３４が形成されてい
る。こうして、ＴＦＴ５０が構成されている。
【００６３】図２（ａ）に示すように、ＴＦＴ５０のソ
ース電極４８ａは、コンタクトホール５２を介して画素
電極３０に接続されている。また、ＴＦＴ５０のドレイ
ン電極４８ｂは、データバスライン１８に接続されてい
る。また、ゲートバスライン１２は、ＴＦＴ５０のゲー
ト電極を兼ねている。
【００６４】本実施形態による液晶表示装置は、ゲート
バスライン１２と平行に蓄積容量バスライン２６が形成
されており、データバスライン１８と平行に蓄積容量バ
スライン２８が形成されており、これら蓄積容量バスラ
イン２６及び蓄積容量バスライン２８が交差する領域に
おいて互いに電気的に接続されていることに主な特徴の
一つがある。本実施形態では、蓄積容量バスライン２６
と蓄積容量バスライン２８とにより網目状に蓄積容量バ
スラインが形成されているので、電源側から見た蓄積容
量バスラインのインピーダンスを極めて低くすることが
できる。このため、時定数を小さくすることができ、横
クロストークの発生を防止することができる。従って、
表示品位を低下することなく、液晶表示装置の大型化・
高精細化を実現することができる。
【００６５】また、本実施形態によれば、蓄積容量バス
ライン２６と蓄積容量バスライン２８とにより網目状に
蓄積容量バスラインが構成されているので、蓄積容量バ
スラインの冗長性を確保することができる。このため、
蓄積容量バスラインの一部に断線が生じた場合でも、表
示不良が生じるのを防止することができる。従って、高
い歩留りで液晶表示装置を製造することができる。
【００６６】また、本実施形態によれば、蓄積容量バス
ライン２６がゲートバスライン１２と同一の導電膜によ
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り構成されており、蓄積容量バスライン２８がデータバ
スライン１８と同一の導電膜により構成されており、こ
れら蓄積容量バスライン２６と蓄積容量バスライン２８
とを接続する接続電極４０が画素電極３０と同一の導電
膜により構成されている。このため、蓄積容量バスライ
ンを網目状に形成した場合であっても、平面的な凹凸が
大きくなるのを回避することができ、ひいてはエッチン
グプロセスにおいてエッチャントの残留等が生じるのを
防止することができる。従って、本実施形態によれば、
高い歩留りで液晶表示装置を製造することができる。
【００６７】（変形例（その１））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その１）を図３を用いて説
明する。図３（ａ）は本変形例による液晶表示装置を示
す平面図であり、図３（ｂ）は図３（ａ）のＡ－Ａ′線
断面図である。
【００６８】本変形例による液晶表示装置では、ゲート
バスライン１２と同一の導電膜により、蓄積容量バスラ
イン２６及び蓄積容量バスライン２８ａが構成されてい
ることに主な特徴がある。
【００６９】図３（ｂ）に示すように、ガラス基板１０
上には、ゲートバスライン１２と蓄積容量バスライン２
８ａとが形成されている。蓄積容量バスライン２８ａ
は、ゲートバスライン１２と同一の導電膜より成るもの
である。
【００７０】ゲートバスライン１２と蓄積容量バスライ
ン２８ａとが形成されたガラス基板１０上には、ゲート
絶縁膜３２が形成されている。ゲート絶縁膜３２上に
は、保護膜３４が形成されている。
【００７１】保護膜３４及びゲート絶縁膜３２には、蓄
積容量バスライン２８ａに達するコンタクトホール５
４、５６が形成されている。コンタクトホール５４、５
６が形成された保護膜３４上には、コンタクトホール５
４、５６を介して蓄積容量バスライン２８ａを互いに接
続する接続電極４０ａが形成されている。なお、接続電
極４０ａは、画素電極３０と同一の導電膜により構成さ
れている。
【００７２】本変形例では、蓄積容量バスライン２８ａ
とゲートバスライン１２とが同一の導電膜により構成さ
れているため、蓄積容量バスライン２８ａとゲートバス
ライン１２とが交差する領域では、蓄積容量バスライン
２８ａとゲートバスライン１２との短絡を回避する必要
がある。
【００７３】このため、蓄積容量バスライン２８ａとゲ
ートバスライン１２とが交差する領域では、接続電極４
０ａによって蓄積容量バスライン２８ａをつなぎ換える
ことにより、蓄積容量バスライン２８ａとゲートバスラ
イン１２との短絡を回避している。
【００７４】このように、本変形例によれば、蓄積容量
バスライン２６と蓄積容量バスライン２８ａの両者をゲ
ートバスライン１２と同一の導電膜により構成する場合
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であっても、図２に示す第１実施形態による液晶表示装
置と同様の液晶表示装置を提供することができる。
【００７５】（変形例（その２））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その２）を図４を用いて説
明する。図４は本変形例による液晶表示装置を示す平面
図である。
【００７６】本変形例による液晶表示装置では、蓄積容
量バスライン２８ｂが画素電極３０の下を避けるように
形成されていることに主な特徴がある。
【００７７】本変形例では、蓄積容量バスライン２８ｂ
が、画素電極３０の下を避けて、データバスライン１８
の下を通るように形成されているので、開口率が低下す
るのを回避することができる。
【００７８】従って、本変形例によれば、蓄積容量バス
ラインを網目状に形成する場合であっても、高い開口率
を確保することができ、輝度の低下を防止することがで
きる。
【００７９】（変形例（その３））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その３）を図５を用いて説
明する。図５（ａ）は本変形例による液晶表示装置を示
す平面図であり、図５（ｂ）は図５（ａ）のＡ－Ａ′線
断面図である。
【００８０】本変形例による液晶表示装置では、データ
バスライン１８と同一の導電膜により、蓄積容量バスラ
イン２６ａ及び蓄積容量バスライン２８が構成されてい
ることに主な特徴がある。
【００８１】図５（ｂ）に示すように、ガラス基板１０
上には、ゲート絶縁膜３２が形成されている。ゲート絶
縁膜３２上には、データバスライン１８と蓄積容量バス
ライン２８とが形成されている。蓄積容量バスライン２
８は、データバスライン１８と同一の導電膜より成るも
のである。
【００８２】データバスライン１８と蓄積容量バスライ
ン２８とが形成されたゲート絶縁膜３２上には、保護膜
３４が形成されている。
【００８３】保護膜３４には、蓄積容量バスライン２８
に達するコンタクトホール５８、６０が形成されてい
る。コンタクトホール５８、６０が形成された保護膜３
４上には、コンタクトホール５８、６０を介して蓄積容
量バスライン２８を互いに接続する接続電極４０ｂが形
成されている。なお、接続電極４０ｂは、画素電極３０
と同一の導電膜により構成されている。
【００８４】本変形例では、蓄積容量バスライン２６ａ
とデータバスライン１８とが同一の導電膜により構成さ
れているため、蓄積容量バスライン２６ａとデータバス
ライン１８とが交差する領域では、蓄積容量バスライン
２６ａとデータバスライン１８との短絡を回避する必要
がある。
【００８５】このため、蓄積容量バスライン２６ａとデ
ータバスライン１８とが交差する領域では、接続電極４
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０ｂによって蓄積容量バスライン２６ａをつなぎ換える
ことにより、蓄積容量バスライン２６ａとデータバスラ
イン１８との短絡を回避している。
【００８６】このように、本変形例によれば、蓄積容量
バスライン２６ａと蓄積容量バスライン２８の両者をデ
ータバスライン１８と同一の導電膜により構成する場合
であっても、図５に示す第１実施形態による液晶表示装
置と同様の液晶表示装置を提供することができる。
【００８７】（変形例（その４））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その４）を図６を用いて説
明する。図６は、本変形例による液晶表示装置を示す平
面図である。
【００８８】本変形例による液晶表示装置では、蓄積容
量バスライン２６ｂ及び蓄積容量バスライン２８がデー
タバスライン１８と同一の導電膜により構成されてお
り、更に蓄積容量バスライン２６ｂが画素電極３０の下
を避けてゲートバスライン１２の近傍を通るように形成
されていることに主な特徴がある。
【００８９】本変形例では画素電極３０の下を避けて蓄
積容量バスライン２６ｂが形成されているので、図５に
示す本実施形態の変形例（その３）による液晶表示装置
に比べて、高い開口率を確保することができ、輝度の低
下を回避することができる。
【００９０】（変形例（その５））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その５）を図７を用いて説
明する。図７は、本変形例による液晶表示装置を示す平
面図である。
【００９１】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面左側と紙面右側とにおいて、蓄積容量バス
ライン２６が一括されている。
【００９２】表示領域１１の紙面左側において一括され
た蓄積容量バスライン２６は、ほぼ等間隔に設けられた
複数の配線６２により、ゲートＴＡＢ１４を介してコモ
ン電圧電源に接続されている。
【００９３】また、表示領域１１の紙面左側において一
括された蓄積容量バスライン２６は、配線６４によりデ
ータＴＡＢ２０を介してコモン電圧電源に接続されてい
る。
【００９４】また、表示領域１１の紙面右側において一
括された蓄積容量バスライン２６は、配線２７によりデ
ータＴＡＢ２０を介してコモン電圧電源に接続されてい
る。
【００９５】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【００９６】（変形例（その６））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その６）を図８を用いて説
明する。図８は、本変形例による液晶表示装置を示す平
面図である。
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【００９７】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面左側において、蓄積容量バスラインが一括
されている。一括された蓄積容量バスライン２６は、配
線６４によりデータＴＡＢ２０を介してコモン電圧電源
に接続されている。
【００９８】また、紙面左側において一括された蓄積容
量バスライン２６は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配
線６２により、ゲートＴＡＢ１４を介してコモン電圧電
源に接続されている。
【００９９】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１００】（変形例（その７））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その７）を図９を用いて説
明する。図９は、本変形例による液晶表示装置を示す平
面図である。
【０１０１】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面右側において、蓄積容量バスライン２６が
一括されている。一括された蓄積容量バスライン２６
は、配線６６によりデータＴＡＢ２０を介してコモン電
圧電源に接続されている。
【０１０２】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１０３】（変形例（その８））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その８）を図１０を用いて
説明する。図１０は、本変形例による液晶表示装置を示
す平面図である。
【０１０４】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面上側と紙面下側とにおいて、蓄積容量バス
ライン２８が一括されている。
【０１０５】表示領域１１の紙面下側において一括され
た蓄積容量バスライン２８は、配線２９によりゲートＴ
ＡＢ１４を介してコモン電圧電源に接続されている。
【０１０６】また、表示領域１１の紙面上側に一括され
た蓄積容量バスライン２８は、ほぼ等間隔に設けられた
複数の配線６８により、データＴＡＢ２０を介してコモ
ン電圧電源に接続されている。
【０１０７】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１０８】（変形例（その９））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例を図１１を用いて説明する。
図１１は、本変形例による液晶表示装置を示す平面図で
ある。
【０１０９】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面上側において、蓄積容量バスライン２８が
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一括されている。一括された蓄積容量バスライン２８
は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配線６８により、デ
ータＴＡＢ２０を介してコモン電圧電源に接続されてい
る。
【０１１０】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１１１】（変形例（その１０））次に、本実施形態
による液晶表示装置の変形例を図１２を用いて説明す
る。図１２は、本変形例による液晶表示装置を示す平面
図である。
【０１１２】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面下側において、蓄積容量バスライン２８が
一括されている。一括された蓄積容量バスライン２８
は、配線２９によりゲートＴＡＢ１４を介してコモン電
圧電源に接続されている。
【０１１３】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１１４】（変形例（その１１））次に、本実施形態
による液晶表示装置の変形例（その１１）を図１３を用
いて説明する。図１３は、本変形例による液晶表示装置
を示す平面図である。
【０１１５】本変形例による液晶表示装置では、表示領
域１１の紙面上側と紙面下側とにおいて、蓄積容量バス
ライン１８が一括されている。表示領域１１の紙面上側
において一括された蓄積容量バスライン２８は、ほぼ等
間隔に設けられた複数の配線６８により、データＴＡＢ
２０を介してコモン電圧電源に接続されている。表示領
域１１の紙面下側において一括された蓄積容量バスライ
ン２８は、配線２９によりゲートＴＡＢ１４を介してコ
モン電圧電源に接続されている。
【０１１６】また、本変形例による液晶表示装置では、
表示領域１１の紙面左側と紙面右側とにおいて、蓄積容
量バスライン２６が一括されている。表示領域１１の紙
面左側において一括された蓄積容量バスライン２６は、
ほぼ等間隔に設けられた複数の配線６２により、ゲート
ＴＡＢ１４を介してコモン電圧電源に接続されている。
また、表示領域１１の紙面左側において一括された蓄積
容量バスライン２６は、配線６４によりデータＴＡＢ２
０を介してコモン電圧電源に接続されている。また、表
示領域１１の紙面右側において一括された蓄積容量バス
ライン２６は、配線６６によりデータＴＡＢ２０を介し
てコモン電圧電源に接続されている。
【０１１７】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
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【０１１８】（変形例（その１２））次に、本実施形態
による液晶表示装置の変形例を図１４を用いて説明す
る。図１４は、本変形例による液晶表示装置を示す平面
図である。
【０１１９】本変形例による液晶表示装置では、ゲート
ＴＡＢ１４ａがガラス基板１０の紙面右側にも設けられ
ており、データＴＡＢ２０ａがガラス基板１０の紙面下
側にも設けられている。更に、プリント基板１６ａがゲ
ートＴＡＢ１４ａの紙面右側に設けられており、プリン
ト基板２２ａがデータＴＡＢ２０ａの紙面下側に設けら
れている。
【０１２０】蓄積容量バスライン２８は、表示領域１１
の紙面上側と紙面下側とにおいて一括されている。表示
領域１１の紙面上側において一括された蓄積容量バスラ
イン２８は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配線６８に
より、データＴＡＢ２０を介してコモン電圧電源に接続
されている。また、紙面下側において一括された蓄積容
量バスライン２８は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配
線７０によりデータＴＡＢ２０ａを介してコモン電圧電
源に接続されている。
【０１２１】蓄積容量バスライン２６は、表示領域１１
の紙面左側と紙面右側とにおいて一括されている。表示
領域１１の紙面左側において一括された蓄積容量バスラ
イン２６は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配線６２に
より、ゲートＴＡＢ１４を介してコモン電圧電源に接続
されている。また、紙面右側において一括された蓄積容
量バスライン２６は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配
線７２により、ゲートＴＡＢ１４ａを介してコモン電圧
電源に接続されている。また、表示領域１１の紙面右側
において一括された蓄積容量バスライン２６は、配線６
６によりデータＴＡＢ２０を介してコモン電圧電源に接
続されている。また、表示領域１１の紙面右側において
一括された蓄積容量バスライン２６は、配線７４により
データＴＡＢ２０ａを介してコモン電圧電源に接続され
ている。
【０１２２】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１２３】（変形例（その１３））次に、本実施形態
による液晶表示装置の変形例（その１３）を図１５を用
いて説明する。図１５は、本変形例による液晶表示装置
を示す平面図である。
【０１２４】本変形例による液晶表示装置では、ゲート
ＴＡＢ１４ａが設けられていない点、プリント基板１６
ａが設けられていない点、配線７２が設けられていない
点、プリント基板２２とプリント基板１６ａとの間に連
絡ケーブル２４が設けられていない点、プリント基板２
２ａとプリント基板１６ａとの間に連絡ケーブル２４が
設けられていない点が異なる他は、図１４に示す変形例



(10) 特開２００１－２８１６９０

10

20

30

40

50

17
（その１２）による液晶表示装置と同様である。
【０１２５】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１２６】（変形例（その１４））次に、本実施形態
による液晶表示装置の変形例（その１４）を図１６を用
いて説明する。図１６は、本変形例による液晶表示装置
を示す平面図である。
【０１２７】本変形例による液晶表示装置では、データ
ＴＡＢ２０ａが設けられていない点、プリント基板２２
ａが設けられていない点、配線７０が設けられていない
点、プリント基板２２ａとプリント基板１６との間に連
絡ケーブル２４が設けられていない点、プリント基板２
２ａとプリント基板１６ａとの間に連絡ケーブル２４が
設けられていない点、配線２９が設けられている点が異
なる他は、図１４に示す変形例（その１２）による液晶
表示装置と同様である。
【０１２８】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１２９】（変形例（その１５））次に、本実施形態
による液晶表示装置の変形例（その１５）を図１７を用
いて説明する。図１７は、本変形例による液晶表示装置
を示す平面図である。
【０１３０】本変形例による液晶表示装置では、蓄積容
量バスライン２８が表示領域１１の紙面上側と紙面下側
とにおいて一括されている。表示領域１１の紙面上側に
おいて一括された蓄積容量バスライン２８は、ほぼ等間
隔に設けられた複数の配線６８により、データＴＡＢ２
０を介してコモン電圧電源に接続されている。
【０１３１】また、蓄積容量バスライン２６は、表示領
域１１の紙面左側と紙面右側とにおいて一括されてい
る。表示領域１１の紙面左側において一括された蓄積容
量バスライン２６は、ほぼ等間隔に設けられた複数の配
線６２により、ゲートＴＡＢ１４を介してコモン電圧電
源に接続されている。
【０１３２】本変形例のようにして蓄積容量バスライン
をコモン電圧電源に接続する場合であっても、図１に示
す本実施形態による液晶表示装置と同様の液晶表示装置
を提供することができる。
【０１３３】［第２実施形態］本発明の第２実施形態に
よる液晶表示装置を図１８を用いて説明する。図１８
は、本実施形態による液晶表示装置の構成を示す概念図
である。図１９は、本実施形態による液晶表示装置を示
す平面図である。図１乃至図１７に示す第１実施形態に
よる液晶表示装置と同一の構成要素には、同一の符号を
付して説明を省略または簡潔にする。
【０１３４】本実施形態による液晶表示装置は、３画素
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おきに蓄積容量バスライン２８が設けられている点に主
な特徴がある。
【０１３５】即ち、図１８に示すように、蓄積容量バス
ライン２６ｃはすべての画素に対して設けられている一
方、蓄積容量バスライン２８は３画素おきに設けられて
いる。
【０１３６】また、図１９に示すように、蓄積容量バス
ライン２８が設けられていない画素において、蓄積容量
バスライン２６ｃの幅が太くなっている。
【０１３７】蓄積容量バスライン２８が設けられていな
い画素において蓄積容量バスライン２６ｃの幅が太くな
っているのは、蓄積容量バスライン２８が設けられてい
る画素における蓄積容量と蓄積容量バスライン２８が設
けられていない画素における蓄積容量とをほぼ等しくす
るためである。
【０１３８】即ち、本実施形態のように３画素おきに蓄
積容量バスライン２８が設けられた液晶表示装置におい
て、蓄積容量バスライン２６ｃの幅を均一にした場合に
は、蓄積容量バスライン２８が設けられている画素では
蓄積容量が大きくなり、蓄積容量バスライン２８が設け
られていない画素では蓄積容量が小さくなる。そして、
蓄積容量が画素によって相違すると、輝度が相違し、ひ
いては表示ムラが生じることとなる。
【０１３９】そこで、本実施形態では、蓄積容量バスラ
イン２８が設けられていない画素において蓄積容量バス
ライン２６ｃの幅を太くし、蓄積容量バスライン２８が
設けられている画素における蓄積容量と蓄積容量バスラ
イン２８が設けられていない画素における蓄積容量とを
ほぼ等しくし、これにより表示ムラを防止している。
【０１４０】蓄積容量バスライン２８が設けられている
画素における蓄積容量と蓄積容量バスライン２８が設け
られていない画素における蓄積容量との差は、蓄積容量
バスラインが設けられていない画素における蓄積容量又
は蓄積容量バスラインが設けられている画素における蓄
積容量の、例えば１０％以下に設定する。
【０１４１】蓄積容量の差を１０％以下に設定すれば、
表示特性の良好な液晶表示装置を提供することができ
る。なお、蓄積容量の差は１０％以下に限定されるもの
ではなく、所望の表示特性を実現し得るよう適宜設定す
ればよい。
【０１４２】蓄積容量の差を上記のように設定するため
には、例えば、蓄積容量バスライン２８が設けられてい
ない画素における蓄積容量バスライン２６ｃの幅を、蓄
積容量バスライン２８が設けられている画素における蓄
積容量バスライン２６ｃの幅の３倍程度に設定すればよ
い。
【０１４３】次に、本実施形態による液晶表示装置で用
いられる遮光体パターンについて図２０及び図２１を用
いて説明する。図２０（ａ）は本実施形態による液晶表
示装置のＴＦＴパターンを示す概略図であり、図２０
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（ｂ）は本実施形態による液晶表示装置の遮光体パター
ンを示す平面図であり、図２０（ｃ）はＴＦＴパターン
に遮光体パターンを重ね合わせた状態を示す平面図であ
る。また、図２１（ａ）は遮光体パターンの比較例を示
す平面図であり、図２１（ｂ）はＴＦＴパターンに比較
例による遮光体パターンを重ね合わせた状態を示す平面
図である。
【０１４４】図２０（ｂ）に示すように、本実施形態で
用いられる遮光体パターン７６には、均一な大きさの開
口部７８が形成されており、しかも開口部７８の大きさ
は、蓄積容量バスライン２８が設けられた開口率の小さ
い画素に対応している。
【０１４５】本実施形態でこのような遮光体パターン７
６を用いているのは、蓄積容量バスライン２８が設けら
れた画素と蓄積容量バスライン２８が設けられていない
画素とで、輝度を等しくするためである。
【０１４６】即ち、図２１（ａ）に示す遮光体パターン
８０のように、蓄積容量バスライン２８が設けられてい
る画素に対応する開口部８２ａを小さく形成し、蓄積容
量バスライン２８が設けられていない画素に対応する開
口部８２ｂを大きく形成した場合には、蓄積容量バスラ
イン２８が設けられている画素では輝度が低くなり、蓄
積容量バスライン２８が設けられていない画素では輝度
が高くなり、表示ムラが生じてしまう。
【０１４７】これに対し、本実施形態では、開口率の小
さい画素、即ち蓄積容量バスライン２８が設けられてい
る画素に対応して小さく開口部７８を形成しているの
で、均一な輝度で表示することが可能となる。
【０１４８】このように本実施形態によれば、蓄積容量
バスライン２８を間引くことにより、蓄積容量バスライ
ン２８の本数を少なくすることができるので、製造過程
で短絡不良等が生じる可能性を低くすることができ、製
造歩留りの向上に寄与することができる。
【０１４９】しかも、本実施形態では、蓄積容量バスラ
イン２８が設けられていない画素において蓄積容量バス
ライン２６ｃの幅を太くしているため、蓄積容量バスラ
イン２８が設けられている画素の蓄積容量と蓄積容量バ
スライン２８が設けられていない画素の蓄積容量とを等
しくすることができる。そして、開口率の小さい画素に
対応して均一な大きさの開口部を遮光パターンに形成し
ているので、蓄積容量バスライン２８が設けられている
画素の輝度と蓄積容量バスライン２８が設けられていな
い画素の輝度とを均一にすることができ、良好な表示特
性を有する液晶表示装置を提供することができる。
【０１５０】（変形例（その１））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その１）を図２２を用いて
説明する。図２２（ａ）は本変形例による液晶表示装置
を示す平面図であり、図２２（ｂ）は図２２（ａ）のＡ
－Ａ′線断面図である。
【０１５１】本変形例による液晶表示装置は、蓄積容量
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バスライン２８が設けられている画素においてＳｉＮよ
り成る誘電体層８４を設け、これにより蓄積容量バスラ
イン２８が設けられている画素における蓄積容量と、蓄
積容量バスライン２８が設けられていない画素における
蓄積容量とを、ほぼ等しく設定していることに主な特徴
がある。
【０１５２】即ち、紙面右側の画素では、蓄積容量バス
ライン２８が設けられている分だけ蓄積容量が大きくな
る傾向があるため、誘電体層８４を形成することによ
り、蓄積容量の低減を図っている。これにより、紙面右
側の画素における蓄積容量と紙面左側の画素における蓄
積容量とをほぼ等しく設定している。
【０１５３】紙面左側の画素における蓄積容量と紙面右
側の画素における蓄積容量との差は、紙面左側の画素に
おける蓄積容量又は紙面右側の画素における蓄積容量
の、例えば１０％以下に設定する。なお、かかる蓄積容
量の差は、１０％以下に限定されるものではなく、所望
の表示特性が得られるよう適宜設定すればよい。
【０１５４】紙面左側の画素において蓄積容量バスライ
ン２６と画素電極３０とが重なり合う面積をＳ

a0
、紙面

左側の画素における蓄積容量バスライン２６と画素電極
３０との間の誘電体の膜厚をｔ

a0
、紙面左側の画素にお

ける蓄積容量バスライン２６と画素電極３０との間の誘
電体の誘電率をε

a
、紙面右側の画素において蓄積容量

バスライン２６と画素電極３０とが重なり合う面積をＳ

a1
、紙面右側の画素における蓄積容量バスライン２６と
画素電極３０との間の誘電体の膜厚をｔ

a1
、紙面右側の

画素における蓄積容量バスライン２６と画素電極３０と
の間の誘電体の誘電率をε

a
、紙面右側の画素において

蓄積容量バスライン２８と画素電極３０とが重なり合う
面積をＳ

b
、紙面右側の画素における蓄積容量バスライ

ン２８と画素電極３０との間の誘電体の膜厚をｔ
b
、紙

面右側の画素における蓄積容量バスライン２８と画素電
極３０との間の誘電体の誘電率をε

b
、紙面左側の画素

の蓄積容量に対する両画素の蓄積容量の差の許容割合を
αとすると、
（Ｓ

a0
×ε

a
÷ｔ

a0
）－｛（Ｓ

a1
×ε

a
÷ｔ

a1
）＋（Ｓ

b

×ε
b
÷ｔ

b
）｝≦（Ｓ

a0
×ε

a
÷ｔ

a0
）×α

の関係が成り立つ。
【０１５５】紙面右側の画素における蓄積容量と紙面左
側の画素における蓄積容量との差を、紙面左側の画素に
おける蓄積容量又は紙面右側の画素における蓄積容量の
１０％以下に抑えるためには、αの値を０．１とし、上
記の式を満たすように各パラメータを設定する。
【０１５６】蓄積容量の差を１０％以下に設定するため
には、例えば、蓄積容量バスライン２６と画素電極３０
とが対向する面積と、蓄積容量バスライン２８と画素電
極３０とが対向する面積との比が３：１程度である場合
には、紙面右側の画素において蓄積容量バスライン２
６、２８と画素電極３０との間に形成される誘電体の平
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均的な膜厚を、紙面左側の画素において蓄積容量バスラ
イン２６と画素電極３０との間に形成される誘電体の平
均的な膜厚の３倍程度にすればよい。
【０１５７】このように本変形例によれば、蓄積容量バ
スライン２８が設けられている画素に誘電体層８４を設
けることにより、蓄積容量バスライン２８が設けられて
いる画素における蓄積容量と蓄積容量バスライン２８が
設けられていない画素における蓄積容量とをほぼ等しく
設定することができるので、各画素の輝度をほぼ均一に
設定することができ、ひいては表示品位の高い液晶表示
装置を提供することができる。
【０１５８】（変形例（その２））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その２）を図２３を用いて
説明する。図２３（ａ）は本変形例による液晶表示装置
を示す平面図であり、図２３（ｂ）は図２３（ａ）のＡ
－Ａ′線断面図である。
【０１５９】本変形例による液晶表示装置は、蓄積容量
バスライン２８が設けられていない画素において保護膜
３４の膜厚を薄く設定し、これにより蓄積容量バスライ
ン２８が設けられている画素における蓄積容量と、蓄積
容量バスライン２８が設けられていない画素における蓄
積容量とをほぼ等しく設定していることに主な特徴があ
る。
【０１６０】即ち、紙面右側の画素では、蓄積容量バス
ライン２８が設けられている分だけ蓄積容量が大きくな
る。このため、紙面左側の画素において保護膜３４の厚
さを薄く設定し、紙面左側の画素における蓄積容量の増
加を図っている。
【０１６１】蓄積容量バスライン２８が設けられていな
い画素における蓄積容量と、蓄積容量バスライン２８が
設けられている画素における蓄積容量との差は、蓄積容
量バスライン２８が設けられていない画素における蓄積
容量又は蓄積容量バスライン２８が設けられている画素
における蓄積容量の、例えば１０％以下に設定する。な
お、１０％以下に限定されるものではなく、所望の表示
特性を実現し得るよう適宜設定すればよい。
【０１６２】本変形例によれば、図２２に示す変形例
（その１）のような誘電体層８４を形成しない場合であ
っても、蓄積容量バスライン２８が設けられている画素
における蓄積容量と蓄積容量バスライン２８が設けられ
ている画素における蓄積容量とをほぼ等しくすることが
できる。
【０１６３】（変形例（その３））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その３）を図２４を用いて
説明する。図２４は、本変形例による液晶表示装置の構
成を示す概念図である。図２５は、本変形例による液晶
表示装置を示す平面図である。
【０１６４】本変形例による液晶表示装置は、３画素お
きに蓄積容量バスライン２６が設けられている点に主な
特徴がある。
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【０１６５】即ち、図２４に示すように、蓄積容量バス
ライン２８ｃはすべての画素に対して設けられている
が、蓄積容量バスライン２６は３画素おきに設けられて
いる。
【０１６６】また、図２５に示すように、蓄積容量バス
ライン２６が設けられていない画素において、蓄積容量
バスライン２８ｃの幅が太くなっている。
【０１６７】蓄積容量バスライン２６が設けられていな
い画素において蓄積容量バスライン２８ｃの幅が太くな
っているのは、蓄積容量バスライン２６が設けられてい
る画素における蓄積容量と蓄積容量バスライン２６が設
けられていない画素における蓄積容量とをほぼ等しくす
るためである。
【０１６８】蓄積容量バスライン２６が設けられていな
い画素における蓄積容量と、蓄積容量バスライン２６が
設けられている画素における蓄積容量との差は、蓄積容
量バスライン２６が設けられていない画素又は蓄積容量
バスライン２６が設けられている画素における蓄積容量
の、約１０％以下に設定する。なお、蓄積容量の差は、
１０％以下に限定されるものではなく、所望の表示特性
が得られるよう適宜設定すればよい。
【０１６９】蓄積容量の差を上記のように設定するため
には、例えば、蓄積容量バスライン２６が設けられてい
ない画素における蓄積容量バスライン２８ｃの幅を、蓄
積容量バスライン２６が設けられている画素における蓄
積容量バスライン２８ｃの幅の１．５倍程度に設定すれ
ばよい。
【０１７０】本変形例によれば、蓄積容量バスライン２
６が形成されていない画素において蓄積容量バスライン
２８ｃの幅を太くしているので、蓄積容量バスライン２
６が設けられている画素における蓄積容量と蓄積容量バ
スライン２６が設けられていない画素における蓄積容量
とをほぼ等しくすることができる。従って、蓄積容量バ
スライン２６を間引く場合であっても、表示品位の高い
液晶表示装置を提供することができる。
【０１７１】（変形例（その４））次に、本実施形態に
よる液晶表示装置の変形例（その４）を図２６を用いて
説明する。図２６（ａ）は本変形例による液晶表示装置
を示す平面図であり、図２６（ｂ）は図２６（ａ）のＡ
－Ａ′線断面図である。
【０１７２】本変形例による液晶表示装置は、蓄積容量
バスライン２６が設けられている画素においてＳｉＮよ
り成る誘電体層８６を設け、これにより蓄積容量バスラ
イン２６が設けられている画素における蓄積容量と蓄積
容量バスライン２６が設けられていない画素における蓄
積容量とをほぼ等しく設定していることに主な特徴があ
る。
【０１７３】即ち、紙面下側の画素では、蓄積容量バス
ライン２６が設けられている分だけ蓄積容量が大きくな
る傾向があるため、誘電体層８６を形成することによ
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り、蓄積容量の低減を図っている。従って、紙面下側の
画素における蓄積容量と紙面上側の画素における蓄積容
量とをほぼ等しく設定することができる。
【０１７４】蓄積容量バスライン２６が設けられていな
い画素における蓄積容量と、蓄積容量バスライン２６が
設けられている画素における蓄積容量との差は、蓄積容
量バスライン２６が設けられていない画素における蓄積
容量又は蓄積容量バスライン２６が設けられている画素
における蓄積容量の例えば１０％以下とする。なお、蓄
積容量の差は、１０％以下に限定されるものではなく、
所望の表示特性が得られるよう適宜設定すればよい。
【０１７５】蓄積容量の差を上記のように設定するため
には、例えば、蓄積容量バスライン２６と画素電極３０
とが対向する面積と、蓄積容量バスライン２８と画素電
極３０とが対向する面積がほぼ等しい場合には、紙面下
側の画素において蓄積容量バスライン２６、２８と画素
電極３０との間に形成される誘電体層の平均的な膜厚
を、紙面上側の画素において蓄積容量バスライン２８と
画素電極３０との間に形成される誘電体層の平均的な膜
厚の２倍程度にすればよい。
【０１７６】本変形例によれば、蓄積容量バスライン２
６が設けられている画素に誘電体層８６を設けることに
より、蓄積容量バスライン２６が設けられている画素に
おける蓄積容量と蓄積容量バスライン２６が設けられて
いない画素における蓄積容量とをほぼ等しく設定するこ
とができるので、各画素の輝度をほぼ等しく設定するこ
とができ、ひいては表示品位の高い液晶表示装置を提供
することができる。
【０１７７】［第３実施形態］本発明の第３実施形態に
よる液晶表示装置の修復方法を図２７及び図２８を用い
て説明する。図２７は、本実施形態による液晶表示装置
の修復方法を示す概念図である。図２８は、本実施形態
による液晶表示装置の修復方法を示す平面図である。図
１乃至図２６に示す第１又は第２実施形態による液晶表
示装置と同一の構成要素には、同一の符号を付して説明
を省略または簡潔にする。
【０１７８】本実施形態による液晶表示装置の修復方法
は、蓄積容量バスラインを用いてデータバスラインの断
線を修復することに主な特徴がある。
【０１７９】ゲートバスライン１１２ａ～１１２ｃは図
１（ａ）に示すゲートバスライン１２と同様のものであ
り、データバスライン１１８ａ～１１８ｃは図１（ａ）
に示すデータバスライン１８と同様のものであり、蓄積
容量バスライン１２６ａ～１２６ｃは図１（ａ）に示す
蓄積容量バスライン２６と同様のものであり、蓄積容量
バスライン１２８ａ～１２８ｃは図１（ａ）に示す蓄積
容量バスライン２８と同様のものであり、画素電極１３
０ａ～１３０ｉは図１（ａ）に示す画素電極３０と同様
のものである。
【０１８０】ここでは、図２７のように、画素電極１３
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０ｅの紙面左側でデータバスライン１１８ｂが断線して
いる場合を例に説明する。
【０１８１】このような箇所でゲートバスライン１１８
ｂに断線が生じている場合には、まず、データバスライ
ン１１８ｂと蓄積容量バスライン１２６ａとを接続す
る。
【０１８２】具体的には、まず、断線部分１８８の紙面
上側の領域のうち、データバスライン１１８ｂと蓄積容
量バスライン１２６ａとが重なり合っている領域に、ガ
ラス基板１０側からレーザ照射を行う（図２９（ａ）参
照）。ガラス基板１０側からレーザ照射を行うと、レー
ザが照射された領域において、蓄積容量バスライン１２
６ａ、ゲート絶縁膜３２、データバスライン１１８ｂ、
及び保護膜３４が溶解する（図２９（ｂ）参照）。そし
て、レーザ照射を終了するとこれらの膜が固化し、デー
タバスライン１１８ｂと蓄積容量バスライン１２６ａと
が電気的に接続される。レーザ照射によって接続された
領域１９０は、図２７においては大きな黒丸で示されて
おり、図２８においては黒丸で示されている。なお、接
続の信頼性を確保すべく、図２８に示すように１箇所に
つき２点で接続することが望ましい。
【０１８３】こうして、断線部分１８８の紙面上側にお
いて、データバスライン１１８ｂと蓄積容量バスライン
１２６ａとが電気的に接続される。
【０１８４】次に、データバスライン１１８ｂと蓄積容
量バスライン１２６ｂとを接続する。具体的には、上記
と同様にして、ガラス基板１０側からレーザ照射を行
う。これにより、断線部分１８８の紙面下側の領域１９
２において、データバスライン１１８ｂと蓄積容量バス
ライン１２６ｂとが電気的に接続される。
【０１８５】このように、断線部分１８８の紙面上側に
おいてデータバスライン１１８ｂと蓄積容量バスライン
１２６ａとが電気的に接続され、断線部分１８８の紙面
下側においてデータバスライン１１８ｂと蓄積容量バス
ライン１２６ｂとが電気的に接続され、更に、蓄積容量
バスライン１２６ａと蓄積容量バスライン１２６ｂとが
予め蓄積容量バスライン１２８ｂを介して接続されてい
るので、断線部分１８８を迂回する修復路が蓄積容量バ
スライン１２６ａ、蓄積容量バスライン１２８ｂ、及び
蓄積容量バスライン１２６ｂにより構成され、データバ
スライン１１８ｂの断線を修復することができる。
【０１８６】しかし、このままでは、データバスライン
１１８ｂが蓄積容量バスライン１２８ａ等に短絡されて
いるため、液晶表示装置は正常に動作しない。
【０１８７】そこで、上述した修復路を、蓄積容量バス
ラインから適宜切り離す。
【０１８８】具体的には、データバスライン１１８ｂと
蓄積容量バスライン１２８ａとの間の領域１９４におい
て、蓄積容量バスライン１２６ａにレーザ照射を行い、
これにより蓄積容量バスライン１２６ａを切断する。切
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断する領域は、図２７においては×印で示されており、
図２８においては太線で示されている。
【０１８９】また、ゲートバスライン１１２ａと蓄積容
量バスライン１２６ａとの間の領域１９６において、蓄
積容量バスライン１２８ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２８を切断する。
【０１９０】また、データバスライン１１８ｃと蓄積容
量バスライン１２８ｂとの間の領域１９８において、蓄
積容量バスライン１２６ａにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２６ａを切断する。
【０１９１】また、データバスライン１１８ｂと蓄積容
量バスライン１２６ｂとの間の領域２００において、蓄
積容量バスライン１２６ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２６ｂを切断する。
【０１９２】また、ゲートバスライン１１２ｃと蓄積容
量バスライン１２６ｂとの間の領域２０２において、蓄
積容量バスライン１２８ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２８ｂを切断する。
【０１９３】また、データバスライン１１８ｃと蓄積容
量バスライン１２８ｂとの間の領域２０４において、蓄
積容量バスライン１２６ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２６ｂを切断する。
【０１９４】こうして、上記修復路が蓄積容量バスライ
ンから電気的に切り離されるので、データバスライン１
１８ｂと蓄積容量バスラインとの短絡状態が回避され、
液晶表示装置は正常に表示することができることとな
る。
【０１９５】なお、このようにしてデータバスライン１
１８ｂの断線を修復した場合には、一部の画素で蓄積容
量バスラインが切り離され、その画素においては所望の
表示を行うことができなくなる。従って、その画素は表
示上の点欠陥を引き起こすことになるが、わずかの数の
点欠陥は液晶表示装置の製品スペックとしては許容され
るので、特段の問題はない。
【０１９６】このように本実施形態によれば、リペア配
線を別個に設けることなく、網目状に形成した蓄積容量
バスラインを用いてデータバスラインの断線を簡便に修
復することができる。従って、液晶表示装置の歩留り向
上やコストダウンに寄与することができる。
【０１９７】（変形例）次に、本実施形態による液晶表
示装置の修復方法の変形例を図３０及び図３１を用いて
説明する。図３０は、本変形例による液晶表示装置の修
復方法を示す概念図である。図３１は、本変形例による
液晶表示装置の修復方法を示す平面図である。
【０１９８】本変形例による液晶表示装置の修復方法
は、蓄積容量バスラインを用いてゲートバスラインの断
線を修復することに主な特徴がある。
【０１９９】ここでは、図２７のように、画素電極１３
０ｅの紙面上側でゲートバスライン１１２ｂが断線して
いる場合を例に説明する。
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【０２００】このような箇所でゲートバスライン１１２
ｂに断線が生じている場合には、まず、データバスライ
ン１１２ｂと蓄積容量バスライン１２８ａとを接続す
る。具体的には、上記と同様にして、ガラス基板１０側
からレーザ照射を行う。これにより、断線部分２０６の
紙面左側の領域２０８において、データバスライン１１
２ｂと蓄積容量バスライン１２８ａとが電気的に接続さ
れる。
【０２０１】次に、ゲートバスライン１１２ｂと蓄積容
量バスライン１２８ｂとを接続する。具体的には、上記
と同様にして、ガラス基板１０側からレーザ照射を行
う。これにより、断線部分２０６の紙面右側の領域２１
０において、ゲートバスライン１１２ｂと蓄積容量バス
ライン１２８ｂとが電気的に接続される。
【０２０２】このように、断線部分２０６の紙面左側に
おいてゲートバスライン１１２ｂと蓄積容量バスライン
１２８ａとが電気的に接続され、断線部分２０６の紙面
右側においてゲートバスライン１１２ｂと蓄積容量バス
ライン１２８ｂとが電気的に接続され、更に、蓄積容量
バスライン１２８ａと蓄積容量バスライン１２８ｂとが
予め蓄積容量バスライン１２６ｂを介して接続されてい
るので、断線部分２０６を迂回する修復路が蓄積容量バ
スライン１２８ａ、蓄積容量バスライン１２６ｂ、及び
蓄積容量バスライン１２８ｂにより構成され、データバ
スライン１１２ｂの断線を修復することができる。
【０２０３】しかし、このままでは、ゲートバスライン
１１２ｂが蓄積容量バスライン１２６ａ等に短絡されて
いるため、液晶表示装置は正常に動作しない。
【０２０４】そこで、上記修復路を蓄積容量バスライン
から適宜切断する。
【０２０５】具体的には、ゲートバスライン１１２ｂと
蓄積容量バスライン１２６ａとの間の領域２１２におい
て、蓄積容量バスライン１２８ａにレーザ照射を行い、
これにより蓄積容量バスライン１２８ａを切断する。
【０２０６】また、データバスライン１１８ａとデータ
バスライン１２８ａとの間の領域２１４において、蓄積
容量バスライン１２６ｂにレーザ照射を行い、これによ
り蓄積容量バスライン１２６ｂを切断する。
【０２０７】また、ゲートバスライン１１２ｃと蓄積容
量バスライン１２６ｂとの間の領域２１６において、蓄
積容量バスライン１２８ａにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２８ａを切断する。
【０２０８】また、ゲートバスライン１１２ｂと蓄積容
量バスライン１２６ａとの間の領域２１０において、蓄
積容量バスライン１２８ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２８ｂを切断する。
【０２０９】また、データバスライン１１８ｃと蓄積容
量バスライン１２８ｂとの間の領域２２０において、蓄
積容量バスライン１２６ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２６ｂを切断する。



(15) 特開２００１－２８１６９０

10

20

30

40

50

27
【０２１０】また、データバスライン１１２ｃと蓄積容
量バスライン１２６ｂとの間の領域２２２において、蓄
積容量バスライン１２８ｂにレーザ照射を行い、これに
より蓄積容量バスライン１２８ｂを切断する。
【０２１１】こうして、上記修復路が蓄積容量バスライ
ンから電気的に切り離されるので、データバスライン１
１２ｂと蓄積容量バスラインとの短絡状態が回避され、
液晶表示装置は正常に表示することができることとな
る。
【０２１２】このように本変形例によれば、ゲートバス
ラインに断線が生じた場合であっても、蓄積容量バスラ
インを用いて断線を修復することができる。
【０２１３】［変形実施形態］本発明は上記実施形態に
限らず種々の変形が可能である。
【０２１４】例えば、第１乃至第３実施形態では、ボト
ムゲート型のＴＦＴを用いる場合を例に説明したが、ボ
トムゲート型のＴＦＴに限定されるものではなく、例え
ば、トップゲート型のＴＦＴや、チャネルエッチング型
のＴＦＴ等あらゆるＴＦＴを用いる場合に適用すること
ができる。
【０２１５】また、図２２に示す誘電体層８４、図２６
に示す誘電体層８６は、ＳｉＮに限定されるものではな
く、他のあらゆる誘電体を用いることができる。
【０２１６】また、図２２に示す誘電体層８４、図２６
に示す誘電体層８６は、エッチングストッパ膜４４と同
一の膜により構成してもよい。
【０２１７】また、第１乃至第３実施形態では、蓄積容
量バスラインがほぼ帯状に形成されている場合を例に説
明したが、蓄積容量バスラインの形状は帯状に限定され
るものではなく、あらゆる形状にしてもよい。例えば、
蓄積容量バスラインが任意の角度で折り曲げられていて
もよい。
【０２１８】
【発明の効果】以上の通り、本発明によれば、蓄積容量
バスラインが網目状に形成されているため、電源側から
見た蓄積容量バスラインのインピーダンスを極めて低く
することができる。これにより、蓄積容量バスラインの
時定数を小さくすることができるので、横クロストーク
の発生を防止することができる。従って、表示品位を低
下することなく、液晶表示装置の大型化・高精細化を実
現することができる。
【０２１９】また、本発明によれば、蓄積容量バスライ
ンが網目状に形成されているので、蓄積容量バスライン
の冗長性を確保することができる。このため、蓄積容量
バスラインの一部に断線が生じた場合でも、表示不良が
生じるのを防止することができる。従って、高い歩留り
で液晶表示装置を製造することができる。
【０２２０】また、本発明によれば、蓄積容量バスライ
ンがゲートバスライン又はデータバスラインと同一の導
電膜により構成されているので、蓄積容量バスラインを*
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*網目状に形成した場合であっても、平面的な凹凸が大き
くなるのを回避することができ、ひいてはエッチングプ
ロセスにおいてエッチャントの残留等が生じるのを防止
することができる。従って、本発明によれば、高い歩留
りで液晶表示装置を製造することができる。
【０２２１】また、本発明によれば、蓄積容量バスライ
ンを間引くことにより、蓄積容量バスラインの本数を少
なくすることができるので、製造過程で短絡不良等が生
じる可能性を低くすることができ、製造歩留りの向上に
寄与することができる。しかも、本発明によれば、蓄積
容量バスラインを間引いた画素と蓄積容量バスラインを
間引かない画素との蓄積容量をほぼ等しく設定し、開口
率の小さい画素に対応して均一な大きさの開口部を遮光
パターンに形成しているので、各画素の輝度を均一にす
ることができ、良好な表示特性を有する液晶表示装置を
提供することができる。
【０２２２】また、本発明によれば、リペア配線を別個
に設けることなく、網目状に形成された蓄積容量バスラ
インを用いてデータバスラインやゲートバスラインの断
線を簡便に修復することができる。従って、液晶表示装
置の歩留り向上やコストダウンに寄与することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の全
体構成を示す平面図である。
【図２】本発明の第１実施形態による液晶表示装置を示
す平面図及び断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態の変形例（その１）によ
る液晶表示装置を示す平面図及び断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態の変形例（その２）によ
る液晶表示装置を示す平面図である。
【図５】本発明の第１実施形態の変形例（その３）によ
る液晶表示装置を示す平面図及び断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態の変形例（その４）によ
る液晶表示装置を示す平面図である。
【図７】本発明の第１実施形態の変形例（その５）によ
る液晶表示装置を示す平面図である。
【図８】本発明の第１実施形態の変形例（その６）によ
る液晶表示装置を示す平面図である。
【図９】本発明の第１実施形態の変形例（その７）によ
る液晶表示装置を示す平面図である。
【図１０】本発明の第１実施形態の変形例（その８）に
よる液晶表示装置を示す平面図である。
【図１１】本発明の第１実施形態の変形例（その９）に
よる液晶表示装置を示す平面図である。
【図１２】本発明の第１実施形態の変形例（その１０）
による液晶表示装置を示す平面図である。
【図１３】本発明の第１実施形態の変形例（その１１）
による液晶表示装置を示す平面図である。
【図１４】本発明の第１実施形態の変形例（その１２）
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による液晶表示装置を示す平面図である。
【図１５】本発明の第１実施形態の変形例（その１３）
による液晶表示装置を示す平面図である。
【図１６】本発明の第１実施形態の変形例（その１４）
による液晶表示装置を示す平面図である。
【図１７】本発明の第１実施形態の変形例（その１５）
による液晶表示装置を示す平面図である。
【図１８】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の
構成を示す概念図である。
【図１９】本発明の第２実施形態による液晶表示装置を
示す平面図である。
【図２０】本発明の第２実施形態による遮光体パターン
を示す平面図である。
【図２１】遮光体パターンの比較例を示す平面図であ
る。
【図２２】本発明の第２実施形態の変形例（その１）に
よる液晶表示装置を示す平面図及び断面図である。
【図２３】本発明の第２実施形態の変形例（その２）に
よる液晶表示装置を示す平面図及び断面図である。
【図２４】本発明の第２実施形態の変形例（その３）に
よる液晶表示装置の構成を示す概念図である。
【図２５】本発明の第２実施形態の変形例（その３）に
よる液晶表示装置を示す平面図である。
【図２６】本発明の第２実施形態の変形例（その４）に
よる液晶表示装置を示す平面図及び断面図である。
【図２７】本発明の第３実施形態による液晶表示装置の
修復方法を示す概念図である。
【図２８】本発明の第３実施形態による液晶表示装置の
修復方法を示す平面図である。
【図２９】レーザ照射による蓄積容量バスラインとデー
タバスラインとの接続を示す断面図である。
【図３０】本発明の第３実施形態の変形例による液晶表
示装置の修復方法を示す概念図である。
【図３１】本発明の第３実施形態の変形例による液晶表
示装置の修復方法を示す平面図である。
【図３２】従来の液晶表示装置を示す平面図である。
【図３３】横クロストークが発生しやすい表示パターン
を示す概念図である。
【図３４】従来の液晶表示装置の各部電位波形を示すタ
イムチャートである。
【図３５】液晶に印加される実効電圧の変動ΔＶ

s
を示

す図である。
【図３６】データバスラインの断線修復方法を示す平面
図である。
【符号の説明】
１０…ガラス基板
１１…表示領域
１２…ゲートバスライン
１４…ゲートＴＡＢ
１４ａ…ゲートＴＡＢ
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１６…プリント基板
１６ａ…プリント基板
１８…データバスライン
２０…データＴＡＢ
２０ａ…データＴＡＢ
２２…プリント基板
２２ａ…プリント基板
２４…連絡ケーブル
２６…蓄積容量バスライン
２６ａ…蓄積容量バスライン
２６ｂ…蓄積容量バスライン
２６ｃ…蓄積容量バスライン
２７…配線
２８…蓄積容量バスライン
２８ａ…蓄積容量バスライン
２８ｂ…蓄積容量バスライン
２８ｃ…蓄積容量バスライン
２９…配線
３０…画素電極
３２…ゲート絶縁膜
３４…保護膜
３６…コンタクトホール
３８…コンタクトホール
４０…接続電極
４０ａ…接続電極
４０ｂ…接続電極
４２…半導体層
４４…エッチングストッパ膜
４６…不純物ドープ半導体層
４８ａ…ソース電極
４８ｂ…ドレイン電極
５０…ＴＦＴ
５２…コンタクトホール
５４…コンタクトホール
５６…コンタクトホール
５８…コンタクトホール
６０…コンタクトホール
６２…配線
６４…配線
６６…配線
６８…配線
７０…配線
７２…配線
７４…配線
７６…遮光体パターン
７８…開口部
８０…遮光体パターン
８２ａ…開口部
８２ｂ…開口部
８４…誘電体層
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８６…誘電体層
１１２ａ～１１２ｃ…ゲートバスライン
１１８ａ～１１８ｃ…データバスライン
１２６ａ～１２６ｃ…蓄積容量バスライン
１２８ａ～１２８ｃ…蓄積容量バスライン
１３０ａ～１３０ｉ…画素電極
１８８…断線部分
１９０…領域
１９２…領域
１９４…領域
１９６…領域
１９８…領域
２００…領域
２０２…領域
２０４…領域
２０６…断線部分
２０８…領域
２１０…領域
２１２…領域
２１４…領域
２１６…領域 *
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*２１８…領域
２２０…領域
２２２…領域
３００…断線部分
３１０…ガラス基板
３１２…ゲートバスライン
３１４…ゲートＴＡＢ
３１６…プリント基板
３１８…データバスライン
３２０…データＴＡＢ
３２１ａ…リペア配線
３２１ｂ…リペア配線
３２２…プリント基板
３２３…接続領域
３２４…連絡ケーブル
３２５…接続領域
３２６…蓄積容量バスライン
３３０…画素電極
３４８ａ…ソース電極
３４８ｂ…ドレイン電極
３５０…ＴＦＴ

【図３】 【図４】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】

【図３５】



(23) 特開２００１－２８１６９０

【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２９】
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【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図３３】
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【図３０】 【図３１】
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